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７
強
力
な
マ
ル
ク
と
国
際
競
争
力
の

四
Ｅ

を
背
漱
に
、
フ
ー
フ
ン
ス
帝
国
主
義

の
国
内
経
済
、
海
外
市
場
に
お
け
る
裡

茲
を
震
慄
さ
せ
、
ま
す
ま
す
フ
ラ
ン
を

お
び
や
か
し
つ
つ
あ
る
。
そ
し
て
再
燃

す
る
国
際
通
貨
危
機
の
現
実
に
ア
メ
ー

カ
帝
国
主
義
の
巻
き
収
し
政
策
は
ア
メ

ー
力
長
期
貧
本
の
流
入
館
少
と
旧
フ
ー
フ

ン
圏
か
ら
の
ド
ル
吸
収
の
減
少
と
し
て

貫
徹
さ
れ
、
そ
れ
に
対
抗
す
る
フ
ラ
ン

ス
は
、
畿
初
に
述
べ
た
よ
う
に
、
フ
ラ

ン
切
り
下
げ
の
代
り
と
し
て
、
為
替
雪

廻
の
強
化
、
輸
入
の
調
整
措
置
、
物
価
、
月
以
降
反
革
命
が
実
質
的
に
深
化
さ
れ

抑
制
措
置
と
い
う
国
際
収
支
改
菩
と
設

備
投
貢
に
よ
る
国
内
産
業
の
圧
倒
的
な

重
化
学
工
業
化
、
諸
矛
盾
を
は
ら
む
農

業
に
対
し
て
貢
本
家
的
経
営
と
し
て
再

編
成
を
つ
き
っ
け
、
経
済
安
定
の
下
に

フ
ラ
ン
ス
独
自
帝
国
主
義
体
制
を
困
難

な
が
ら
も
進
ん
で
い
か
ざ
る
を
得
な
い

の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
国
内
に
お
け

る
革
命
勢
力
の
存
在
と
フ
ラ
ン
ス
帝
国

尼
榜
７
．
Ｓ
ｎ
冷
一
ｒ

し
て
の
こ
と
で
あ
る
。

甦
る
か

危
機

儒
者
階
級
で
あ
り
、
農
民
で
あ
り
、
学

生
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
‘

　
フ
ラ
ン
ス
労
働
省
、
人
民
は
も
ほ
や

　
″
参
加
の
社
会
｀
の
美
名
の
下
に
包
摂

さ
れ
る
こ
と
を
拒
否
し
た
の
だ
。

｀
フ
ラ
ン
ス
労
働
者
階
級
、
学
生
は
昨

年
の
″
五
月
革
命
″
以
来
多
く
の
も
の

を
学
び
と
っ
た
。
つ
ま
り
、
ド
ゴ
ー
ル

の
い
う
Ｚ
フ
ン
ス
民
族
主
義
（
ア
メ
ー

カ
帝
国
主
義
の
一
元
的
支
配
か
ら
の
フ

ー
フ
ン
ス
帝
国
主
羨
の
独
屁
）
ほ
彼
ら
を

生
か
す
道
で
は
だ
く
、
あ
ら
ゆ
る
体
制

内
化
さ
れ
な
諸
改
革
も
、
唯
家
独
占
貢

本
志
義
の
中
に
偕
摂
さ
れ
た
自
己
の
根

に適闇団交の経過　　　　☆

|（以ず教授会と略jは､1約80名の教官

Si都嵐山において教授会開催を胤図す

した戈学部闘争委員会｛以下文闘委｝

kを結集、教授会に介入し､･市大へ剖

娶団交を宣言。薮内学部長もこれを承

に
認
識

こ
と
を
。
そ
し
て
直
接
的
か
つ
断
固
と

し
た
大
聚
行
動
の
み
が
フ
ー
フ
ン
ス
帝
国

主
義
体
制
を
屈
服
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
と
。

　
体
制
の
転
覆
、
革
命
的
昂
揚
を
共
産

蛍
Ｔ
Ｃ
Ｇ
Ｔ
の
手
に
よ
っ
て
生
活
向
上

の
要
求
に
す
り
変
え
ら
れ
た
フ
ラ
ン
ス

労
働
者
階
級
の
革
命
的
意
識
性
は
、
現

在
、
か
五
月
革
命
″
後
の
圧
倒
的
な
視

力
の
弾
圧
体
制
の
下
に
、
そ
し
て
フ
ラ

ン
ス
共
産
党
ス
タ
ー
Ｕ
こ
Ｉ
ス
ト
が
ブ
ル

ジ
ョ
ア
反
革
命
議
会
主
義
的
秩
序
の
側

に
立
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
Λ
附
年
ぎ
ハ
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、代行李機会、授業再開問題を中心に

て
い
る
フ
ラ
ン
ス
帝
国
主
義
の
圧
政
の

下
に
、
非
合
法
化
さ
れ
た
、
「
Ｊ
Ｃ
Ｒ
」

「
三
月
二
二
日
運
動
」
、
そ
し
て
「
Ｌ

Ｔ
Ｃ
・
Ｍ
Ｌ
」
（
ア
ル
チ
ュ
セ
ル
・
毛

沢
栗
原
）
な
ど
の
学
生
組
紐
と
と
も
に

地
下
に
眠
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
み
え

る
。

　
仏
危
機
か
ら

゛

世
界
危
機
べ

　
し
か
し
な
が
ら
、
彼
ら
は
、
単
な
る

生
活
向
上
要
求
や
制
度
的
な
改
革
要
求

で
ゼ
ネ
ス
ト
か
ら
工
場
占
拠
へ
至
っ
た

の
で
は
な
い
と
厖
俘
る
と
す
れ
ぱ
、

．
「
フ
ラ
ン
ス
の
栄
光
」
’
の
内
実
が
暴
露

さ
れ
た
現
在
、
照
沢
的
な
意
義
で
の
次

の
股
階
、
未
来
社
会
を
展
望
す
る
次
の

ら
に
不
均
等
発
展
↓
帝
国
主
親
閲
対
立

の
激
化
を
直
接
的
に
う
け
て
危
機
を
深

め
て
き
た
フ
ー
フ
ン
ス
帝
国
主
義
は
、
五

月
革
命
に
お
け
る
ゼ
ネ
ス
ト
、
工
場
占

拠
な
ど
に
よ
る
二
週
間
を
こ
え
る
生
涯

際
止
と
い
う
事
態
に
遭
遇
し
、
さ
ら
な

る
輸
出
叡
慮
、
国
際
収
支
悪
化
が
あ
ら

わ
れ
だ
し
た
。
動
揺
、
低
落
を
っ
づ
け

る
フ
ラ
ン
ス
相
場
の
状
況
か
ら
み
て
、

フ
ラ
ン
切
下
げ
↓
ポ
ン
ド
切
下
げ
、
ド

ル
の
深
刻
な
危
機
を
み
て
と
る
の
は
容

易
な
こ
と
で
あ
る
。
。

　
対
西
ド
イ
ツ
と
の
抗
争
で
Ｅ
Ｅ
Ｃ
域

内
権
力
を
奪
取
し
、
単
一
世
界
市
場
獲

得
を
目
指
し
て
ア
メ
ー
カ
に
対
抗
し
よ

う
と
試
み
た
フ
ー
フ
ン
ス
も
、
か
え
っ
て

自
国
の
ぬ
き
さ
し
な
ら
な
い
政
治
、
経

済
的
危
機
か
ら
、
Ｅ
Ｅ
Ｃ
の
危
機
の
現

蟹
へ
と
自
ら
兪
索
与
い
ふ
良
心
に
陽
順
心
ぼ
順
司
４

が
い
な
い
。

　
″
参
加
の
社
会
″
－
の
拒
否
か
ら
フ
ー
フ

ン
ス
帝
国
主
義
の
管
理
社
会
の
実
質
的

参
加
の
拒
否
へ
と
、
フ
ラ
ン
ス
労
働
省

が
″
五
月
草
タ
以
降
、
内
在
的
に
持

ヴ
て
き
た
、
国
家
に
対
す
る
根
源
的
な

問
い
か
け
と
、
’
蓉
成
の
改
艮
主
義
左
翼

を
止
揚
し
て
、
体
制
内
的
秩
序
そ
の
も

の
喘
″
し
ｔ
い
這
霖
霜
っ
ｔ

い
く
こ
と
こ
そ
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
な
意
味
で
の
階
級
闘
争
と
尋
簒
て

い
け
る
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
―

　
・
イ
ｙ
ド
ネ
シ
ア
、
ア
ル
シ
エ
ｎ
ｙ
ア
な

ど
、
帝
国
主
義
的
侵
略
、
反
革
命
の
相

つ
ぐ
破
綻
で
危
機
に
お
い
や
ら
り
さ

きとの団交．
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10余名1との間セ、授業再会拒否が確認
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団交4､･､歌原会館（我孫子町）、ホテ
･､･I.　.･●.･･　　･.　　｀　　’1庶　･．　　・
ヤスルyl（天翁、代行教恨蚕）の三ヵ所’

鴎に痴薦った教官は、溜池挫会に事

な
く
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

大
量
貢
本
進
出
の
ア
メ
ｎ
’
カ
、
Ｅ
Ｅ
Ｃ

と
密
接
に
関
連
す
る
イ
ギ
Ｕ
’
ス
に
対
し

て
危
機
を
狐
火
す
る
要
因
は
涯
分
に

為
る
。

　
核
を
自
ら
が
保
有
し
、
Ｎ
Ａ
ｒ
ｏ
か

ら
脱
温
す
る
こ
と
に
よ
っ
’
て
フ
ラ
ン
ス

を
軸
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
奮
｀
一
約
せ
ん

と
し
た
も
の
の
い
国
内
、
国
外
的
な
混

乱
し
た
経
済
的
矛
腹
と
国
内
所
縁
対
立

の
激
化
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
の
現
状
壱
み

る
眠
り
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
帝
国
主

義
崩
壊
の
危
機
は
、
ま
す
ま
す
深
化
す

る
と
い
わ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
｀

6;如贈教授会メン‘パーは徨嫉。－､力J

ほぷめ参宮との団交を婆求し､｡団交を

教官７名が会見を申し入れると同時

吋する批判も教官内部より起こる。
　　j■■

l;の無期限団交に対する、学長名によ

される。

ミ、６・６学長声明を大･4的に報道。

吸団交を打切る。
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意欲あふれi曹い力を求めております

自本化菓には、ｉ業!:して３つの社会i!1使●があり

まず．り1り､j/製品が血奏者に士分構足を与える喩

､ぐれた晶質であるこ.と、その上低廉であるこ.と、.し

==1･5･も奮･t時夜･t)先端･をきる新製4を一輪t1､こと、

こめ'Ｆｺぞす♪Ｔ　　　　　　ノ‘　　‥△

こめ３づの社会的使●i:完違す､Sたぬ!ご、優れた素

質とぞjむを低かす積極的意欲にあふれたフレッシａ

マンの入社を期待しており･ます.●

●入社に関するお問い合わせは、下記の違輪先べ･･･

r
¥
4
1
1
7
4

，資4金ﾝ;24俸!!1年間売上ｓ／卯幟円i業X/4,2@o名，

事業内容／戴嘉・染料・火嘉一泰東

………初任-大挙学部寿s3sjo一円修幸職種修了41,000円

●違輪光i'　　　　　，

一一古座宿中村区広寿嶋y3－sS名肯薦ﾋﾟ'ル内名古屋営巣屑総務課

　植幽　弛寝(ねｔめ)TEL名古屋I{1･1}3121㈹
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